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Abstract

A low emittance and high current beam is required as the electron source of JLC. A high voltage electron gun makes it possible lo 
realize above requirement. At this point of view, the thermionic gun of 240 к V and the rf-gun are being studied as an electron source 

of TAF Phase-I Linac. This paper describes mainly about the high voltage electron gun wilh a ihcrmionic cathode.

1•はじめに
KEKでは、 トリスタンに引き絞きエネルギーフu ンテイアの物理を推巡するためにЙ 心系のエネルギーがITeVのリニ 

アコヲイダー実現のための開発研究が行なわれている。现在、その開発研究の笫ー段階として、TAF Phase-I Unacの逮 
股が行なわれている。 リニアコライダーの711子源にはLowEmiUance、High Currcmが装求される。従って、将来の笟子 

源としては、 フォトカソードと短パルスレーザーを組み合わせたRFTtt子銃の開発が必要である。 しかし、現段階での 

加速实験用として热险極型の笟子銃にこれまで以上の高？!t圧をかけることによりLow Emittance, High Currentを実現し、 

TAFのm子源として，、加速实験を行夕う予定である。今回は、この高苽圧の熱险極型馄子銃の開発と試験運転の経過に 

ついて報告する。

2.高？I 圧瓜子銃の構成及び試験І І転の結采 

⑴高 ?It圧笟子銃の概要
Fig.l, Fig.2に苽子銃の概略を示す。К 求される?It子ビームのエネルギーは200〜240kV、l|iバンチ発生と、約 10nsの短 

パルスビームを発生を可能とし、 また、240kVの髙苽圧に対応でぎるよう、七ラミックス絶縁体、 ウェーネルト7E極、

アノー ド形状を設31-した(RcU)0 股HI•にはW.B.Hcrrmannsfc丨(Uの lilcctron Trajectory Programを用いた。言I贺•結果の一例を 

Fig.3、Fig.4に示す。 また、 アノード、苽磁レンズ及び七ラミックス絶緣体の両端フランジのアラインメントを高い稍 

度で加工し、実際に使;!]す る 架 台 と 同 じ 寸 法 の 試 験 架 台 上 で 据 忖 を 測 Й した。 その結果60//m以下の稍度で据え付 

けることが可能であることを確認した。
(2)高®圧パルス笟源

出力71圧は最大240kV、パルス幅は半値幅で7//s、平坦部З/xs、パルス操り返しは最大で50ppsである。試験運転では、 

lOpps、205kVまで印加した。



Voltage j 240 kV
Current :18.7 A (0.16 //Perv)
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Voltage : 200 kV
Current :15.2 A (0.17 д Perv)
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(3)力ソード

力ソードはШМАС社 製の Dispenser型力ソード 

Y-796を使Л〗した。平 而型 で、 力ソードの而孩

は2.0cm2である。DispcnscrS!の力ソ一ドは、舟 

命が Д  く大Ж流 が期侍 で き、 また大気中にさ 

らしてもШ Й性化が可能で取り扱いが容易な 

どの利点がある。

(4)グリッドパルサー

TAF Pliasc-I Linacの開発研究のために、苽子銃 

のパルサーはロングパルスモード（0.8〜3パs) 

セ ミロングパルスモード（10〜100 ns)、 シヨ一 

トパルスモード(5ns)の 3 视 類 の モ ー ドで運転 

できるように股朴されている。 シa — トパル 

スでの運転を可能にするために、 グリッド接 

地による パルス動 作を行なう。今回の 試験 Ж 

転では、 ロングパルスモードとショートバル 

スモ一ドでの運転を行なった。

(5)試験運転の結采

Fig.5はロングパルスモード、Fig.6はシa — ト 

パルスモードのそれぞれについて! 験 遝 松 で 
似られたビーム波形を 7丁くしている。711子 ビー 

ムの測定は、 ロングパルスモードではコアモ 

ニターを、 また、 シa — トパルスモードでは 

ウォールカレントモニターをそれぞれ川いて 

測5Uした。両モードともグリッ ドパルスを反 

映した笟子ビームが得られている。 また、ス 
クリーンモニターによる奴測も冋時に 行なっ 

ている。
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3.今後の予记

今 |1丨1試 觖 迷 铋 が 終 Г したので、今 後 は 苽 f.銃の苁本竹性の測ЯІを行なう予511である。特に240kVでの運転について詳 

細 に 測 :йіする。 ま た Iペッパーポット法.丨によるШпітшсс測Й を行ないTTf•ビームのГ(についても調べる予定である。 

その後サブハーモニックバンチヤ一、 ブレバンチヤ一、バンチヤ一、丨丨igh(】rm丨Icm加 i4tV(Rcf.2)とつなぎ、加逨灾験を 

行なう予5ІІである。

これと並行してフォトガソードとW[バルスレーザーを;WIみ介わせたRF711こГ*銃を丨〗1丨56している。 これには、Lascrironで 

UI1発されたフォト力ソード及び、 レ ー ザ ー に つ い て の が 応 川 で さ る (КсГ.З)。Ш作は、 フォト力ソードに用いる予定 

のアンチモンアルカリ、 ガリウム砒尜のМ*性化試験の咿■ をしている。 また、 レーザーは、パルス幅を現状の60ps(A=5 

ЗОшп)から丨5〜20psに圧縮する予定である。
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